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第２回 横浜市戸塚区地域ケアプラザ指定管理者選定委員会（１日目）議事

録 

日 時 令和７年３月 24 日（月） 午前９時から午後１時まで 

開 催 場 所 戸塚区役所８階大会議室Ａ 

出 席 者 

【選定委員会委員】 

 委員長  西尾 敦史（愛知東邦大学 人間健康学部 人間健康学科 教授） 

 委員   落合 清子（戸塚区保健活動推進員会 会長） 

      木村 サチ子（踊場地区民生委員児童委員協議会 元会長） 

      中瀬 明徳（東戸塚地域活動ホームひかり 施設長） 

福本 雅美（戸塚区地域子育て支援拠点とっとの芽 施設長） 

本庄 里実（東京地方税理士会戸塚支部 会員） 

【事務局】 

戸塚区福祉保健センター長             内田 沢子 

戸塚区福祉保健センター担当部長          緑川 斉 

 戸塚区福祉保健課長                佐藤 修一 

 戸塚区福祉保健課事業企画担当係長         平野 亜由子 

 戸塚区福祉保健課事業企画担当           秦 杏介、前原 淳史、 

田中 美穂 

欠 席 者 あり（中嶋 伴子（とつか区民活動センター センター長）） 

開 催 形 態 

一部非公開（応募団体の面接審査、指定管理者の候補者（以下、「指定候補者」と

いう。）及び指定候補者を指定管理者として指定できない場合に指定候補者に代わ

って指定候補者となる者（以下「次点候補者」という。）の選定に関する審議につ

いて非公開。なお応募団体の面接及び質疑応答は、他の応募団体に情報が漏れない

ことを確認したうえで公開）（傍聴者５人） 

議 題 

１ 事前確認事項 

２ 応募団体の面接審査 

(1) 応募団体の面接審査 

(2) 本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況、前期実績報告書、財務状況評

価の説明 

３ 指定候補者及び次点候補者の選定、講評 

決 定 事 項 

指定管理者の候補者及び次点候補者として、次のとおり、横浜市戸塚区長に報告す

ることとする。 

１ 横浜市東戸塚地域ケアプラザの指定候補者及び次点候補者 

  指定候補者：社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会 

  次点候補者：なし 
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２ 横浜市上倉田地域ケアプラザの指定候補者及び次点候補者 

  指定候補者：社会福祉法人 開く会 

  次点候補者：なし 

３ 横浜市平戸地域ケアプラザの指定候補者及び次点候補者 

  指定候補者：社会福祉法人 聖ヒルダ会 

  次点候補者：なし 

４ 横浜市原宿地域ケアプラザの指定候補者及び次点候補者 

  指定候補者：社会福祉法人 聖母会 

  次点候補者：なし 

 

議 事 

 

１ 事前確認事項 

事務局から、公募の結果本会で審査する４施設（横浜市東戸塚地域ケアプラザ、

横浜市上倉田地域ケアプラザ、横浜市平戸地域ケアプラザ、横浜市原宿地域ケア

プラザ）については各１団体から応募書類の提出があった旨を報告するととも

に、次の３点について確認した。 

 

  ○委員会の公開・非公開 

   応募団体審査、指定候補者及び次点候補者の選定に関する審議について非公

開とすることを確認。（第１回委員会で審議済み） 

※なお、応募団体の面接（プレゼンテーション及びヒアリング）は、面接審査

を受けている団体以外の応募団体を除き公開。 

 

  ○面接審査の進め方及び質問項目の確認 

  （事務局） 

  ・面接審査の全体の流れ、質疑応答の流れ、最終審査の流れについて説明。 

  ・１施設に対して１団体のみの応募となっている施設については、最低制限基

準に満たない場合は、再選定を行う旨を再確認した。 

  

○応募団体の資格要件等について 

  （事務局） 

  ・資格要件を満たすこと、欠格事項に該当しないことを報告。 

・欠格事項のうち、「暴力団又は暴力団経営支配人等ではないこと」に関して、

神奈川県警に照会した結果、該当しないとの回答を受けた旨や市税納付状況

等の確認を行った結果、資格要件を満たしている旨を報告。 
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２ 応募団体の面接審査（横浜市東戸塚地域ケアプラザ分） 

 (1) 面接審査 

   横浜市東戸塚地域ケアプラザ 

    面接審査の除斥対象となる落合委員、中瀬委員はここで退席した。 

   ア プレゼンテーション 

     団体から、団体の概要、事業計画等について説明 

   イ 主な質疑応答 

   （委員）駅から離れた地域の支援が課題である旨の話を伺ったが、次期の５ 

年間で関係機関とともにどのように展開していくかのビジョンを具

体的に伺いたい。 

   （団体）地域ケアプラザとして把握するだけでなく、まずは課題感を地域と 

共有できる場所づくりをすることが重要と考える。地域の方同士でつ 

ながれる場所をつくり、その場所に地域ケアプラザ職員が参加し、課 

題の共有と解決に向けた行動ができる仕組みをつくりたいと考える。 

   （委員）様々な事業所を経営しているようだが、団体内での横の連携は取れ 

ているのか。また、障害者雇用に関しての実績を教えてほしい。 

   （団体）事業所数が多いため、スケールメリットを生かし、所属で培った知 

識を異動先でも生かせるよう、各所属での人材育成を視野に人事異動 

を行っている。また、当団体の運営する地域ケアプラザの定例会で、 

職員同士の交流をしている。加えて、各区の社会福祉協議会とも人事 

交流をしている。障害者雇用に関しては、法定雇用率を達成している。 

（委員）圏域内での地域課題や、個別課題について、最近目立っていること 

があれば伺いたい。 

   （団体）東戸塚地区に関しては人口が増加傾向にある。駅から近いことで利 

便性が高いが、マンションや団地に住む単身高齢者世帯が多い。情報 

をあまり持っていない方への情報提供方法や、単身高齢者の閉じこも 

りを防ぐための支援が課題。 

また、川上地区も高齢世帯が増えていて、立地の面で利便性の確保 

には課題がある。当該地区の地域内でのつながりづくりを一層進めて 

いきたいと考える。 

（委員）ａｙａｍｕの概要と、活用方法について具体的に伺いたい。 

   （団体）地域の活動状況をデータベース化し、地域資源とニーズのマッチン 

グが図られるようにしているシステム。現在はデータベースの蓄積が 

中心になっていて、実際にマッチングを図ることについては今後の課 

題と捉えている。 

（委員）比較的若い世代が多いとのことだが、マンションに住む方々とはな 

かなかつながりにくいのではないかと考える。今後マンションに住む 

世代が一斉に高齢世帯となったときにどのように対応していくかの
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考えがあれば伺いたい。 

   （団体）東戸塚地区については実際にマンションの住人への働きかけをして 

いるところ。町内会等の組織ができていないマンションがあるため、 

アプローチ方法としてマンションの管理組合と連携を図り情報発信

を行える体制を整えている。 

 

(2) 本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況、前期実績報告書、財務状 

況評価の説明 

     事務局から本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況及び前期の指

定管理業務（職員配置状況）について説明。 

   本庄委員から財務分析結果報告書について説明。 

 

３ 横浜市東戸塚地域ケアプラザ指定候補者及び次点候補者の選定、講評 

  応募者から提出された応募書類及び面接審査等をもとに評価を行い、各委員の

評価結果を集計する。 

  ・横浜市東戸塚地域ケアプラザ 

 応募団体 評価得点／満点 
最低制限基準 

得点／基準点 

指定候補

者 

社会福祉法人  

横浜市社会福祉協議会 
1,044／1,320 点 998／732 点 

次点候補

者 
なし - - 

  （審査講評）・地域ケアプラザ単体で展開している事業に関するプレゼンが中

心であったと感じる。関係機関との連携についての話をもう少し伺

うことができればよかった。また、合築施設の特性から複合的な相

談にどのように対応し、課題感を共有しているのかを伺えるとよか

った。合築施設のハブ役として機能していただけると、よりよくな

ると感じた。 

・団体の規模が大きいこともあるが、個別課題・地域課題について 

具体的に触れていただけるとよかった。 

・東戸塚は様々な福祉関係機関がある中で、それぞれが個別の取組 

を行っているが、施設間での連携を図ることができると、なおよい 

と感じる。 

・障害者雇用の法定雇用率を達成している点は、未達成の企業が多 

くある中では、団体の努力の結果であると感じた。 

 

  応募団体の得点は、最低制限基準の 60％以上であるため、選定委員会として

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会を指定候補者として選定することを決定する。 
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４ 応募団体の面接審査（横浜市上倉田地域ケアプラザ以降） 

  横浜市東戸塚地域ケアプラザの面接審査の除斥対象者であった落合委員、中瀬 

委員は、ここから面接審査に合流した。 

ア 横浜市上倉田地域ケアプラザ 

   (ｱ) プレゼンテーション 

     団体から、団体の概要、事業計画等について説明 

   (ｲ) 主な質疑応答 

   （委員）育児休業等の取組については、重要な取組として取り上げてもよい 

のではないか。 

また、明治学院大学をはじめ、若い世代が集まる場所があるので、 

そのような人材をボランティアで受け入れることができれば、福祉分 

野の就業にもつながるのではないか。スマートフォンやＳＮＳを駆使 

したボランティア人材の活用事例が周りに増えているので、そのよう 

なことをしてみてもよいのではと感じた。ただ、団塊の世代はまだＳ 

ＮＳを充分使いこなせていない方が多いので取り残さないようにし

ていただきたい。 

   （団体）女性職員の比率が高いが、育児休業を取得し、復職する職員が増え 

ている。男性職員は、育児短時間勤務や、在宅勤務を活用している職 

員が増えてきた。明治学院大学のボランティアとのつながりは令和６ 

年度に増加したので、つながりを継続していく。スマートフォン活用

講座を開催しているが、講座を継続することによって、格差を減少さ

せていきたいと考える。 

   （委員）応募資料の事業計画書はとても読みやすい内容であった。戸塚高校 

定時制の学生を対象にした地域探求の授業の内容が記載されていた 

が、実施に至った経緯や実施してみての所感について伺いたい。 

   （団体）当初は区の生活支援課から連携の提案を受けたことがきっかけ。戸 

塚高校の中で、社会経験や人とのつながりのきっかけづくりを求める 

声があったことで、取組を始めたもの。戸塚高校と地域ケアプラザ圏 

域内にある「こども家庭支援センターくらき」を、地域ケアプラザの 

場の提供をすることで結びつけ、つながりづくりを応援した。こども 

と高校生の触れ合いによって、相互に良い影響を与えることができ

た。次年度以降も戸塚高校とはかかわりを継続していく。 

（委員）圏域内の 15 歳から 64 歳の働き世代人口が比較的多く、65 歳以上 

の人口が少ないという点については、現状としては、地域活動の人口

が少ないと想像するが、今後の５年間の指定期間で、この状況をどの

ようにしたいと考えているか。 

   （団体）地域の方々を対象にした支援に留まるのではなく、企業等との連携 
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によってつながった人を取り入れていきたい。また、講座を継続して 

開催していくことによって、そこから人材の発掘をしていきたい。 

 

   (ｳ)  本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況、前期実績報告書、財務状 

況評価の説明 

     事務局から本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況及び前期の指

定管理業務（職員配置状況）について説明。 

   本庄委員から財務分析結果報告書について説明。 

 

  イ 横浜市平戸地域ケアプラザ 

   (ｱ) プレゼンテーション 

     団体から、団体の概要、事業計画等について説明 

   (ｲ) 主な質疑応答 

   （委員）応募資料の事業計画書にある、利用者のニーズ・要望について具体 

的に伺いたい。 

   （団体）ニーズの把握については、館内の男女トイレに意見箱を設置してい 

る。また、施設ホームページにも意見を投稿できるようにし、窓口・ 

電話でも受け付けている。 

   （委員）要望等の受付後、周知はどのようにしているか。 

   （団体）ホームページ上で掲載するとともに、館内の掲示板に貼り出してい 

る。 

（委員）ダブルケアの当事者から、時間的な余裕がなく、親子のひろばに参 

加できない実情があると伺ったことがあるが、参加できない方がいた 

場合、どのように情報を届ける想定か。 

   （団体）できる限り訪問をして相談を受けたいが、訪問が困難な場合は、オ 

ンラインでの相談を提案する。 

（委員）高齢者の親の介護の相談は地域ケアプラザでできることは浸透して 

いるが、こどもに関することの相談先は地域ケアプラザではないと思 

っている方が多く、別々の機関に相談した結果、親と子のそれぞれの 

利用施設が遠くなってしまう世帯があると聞いている。そのようなこ 

とが起きないような仕組みづくりをしていただきたい。 

   （団体）チラシを作成する等で、困ったときにまず地域ケアプラザに相談し 

てもらえるよう、子育て世帯にアプローチしていきたい。 

（委員）外国籍のこどもが多いという話が出たが、そのような世帯にどのよ 

うに働きかけをしているかを伺いたい。 

   （団体）地域で行われている子育てひろばに地域ケアプラザの職員が可能な 

限り参加して、現状の把握をしている。小学校、中学校に関しては年 

に１度開催される学校・家庭・地域協働事業の総会に参加して、困っ 
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たことがあった際には地域ケアプラザに相談してほしい旨、周知して 

いる。 

（委員）スマートフォンの活用については、団塊の世代はまだＳＮＳを充分 

使いこなせていない方が多いので、取り残さないようにしていただき 

たい。 

   （団体）毎月、地区社会福祉協議会と連携して、スマホ講座を開催している。 

好評をいただいているので、今後も継続していく。 

（委員）施設の立地的に坂が多いので、地域ケアプラザを訪問できない方が 

多いのではないかと感じるが、そのような方向けの情報提供方法を伺 

いたい。 

   （団体）平戸高層団地の中にある生活相談室は、同法人が運営している。生 

活相談室を通じて、近隣の住民に情報提供できる体制がある。その他 

の地区については、自治会館・町内会館に出張訪問する体制を整えら 

れるよう、調整している。 

（委員）平戸地域ケアプラザの圏域に地区はいくつあるのか。 

   （団体）平戸地区と、平戸平和台地区の２つある。 

（委員）２つの地区での課題があれば、伺いたい。 

   （団体）地域活動者の高齢化であるが、現在ＩＣＴの活用を進めていて、従 

来行っていた連絡網による連絡をＬＩＮＥによる一斉送信に変更し

たり、印刷サービスの活用により、自治会町内会が作成した地域への

配付物の準備の効率化を図り、担い手不足の解消に努めている。  

(ｳ) 本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況、前期実績報告書、財務状 

況評価の説明 

     事務局から本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況及び前期の指

定管理業務（職員配置状況）について説明。 

   本庄委員から財務分析結果報告書について説明。 

 

ウ 横浜市原宿地域ケアプラザ 

   (ｱ) プレゼンテーション 

     団体から、団体の概要、事業計画等について説明 

   (ｲ) 主な質疑応答 

   （委員）原宿地域ケアプラザの圏域は戸塚区の中心部からは離れている立地 

のため、地域ケアプラザを拠点として地域支援を行う場面が多くある 

と思うが、学齢期のこどもたちの支援について、学校とどのように連 

携を図っているかを伺いたい。 

   （団体）不登校児童生徒の居場所づくりの自主事業を行っているが、令和７ 

年度は近所の地区センターを会場とした学習支援を実施予定。また一 

部の小中学校で運営委員会に参加していて、密に情報共有できる体制 
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が整っている。今後も小中学校と連携の拡充を図る予定。 

   （委員）３か所ある市営住宅等には、高齢者が転居してくることが多いと思 

うが、そのような方々への支援方法を検討していただきたい。 

   （団体）日頃から圏域内の民生委員とも情報共有体制を整えていることに加 

えて、地域住民の方からも、最近見かけなくなった方を心配する声を 

伺うことがある。何かあれば地域ケアプラザへ相談してほしいという 

情報発信は、定着しつつある。今後も地域ケアプラザの５職種が連携 

しあって、地域支援を進めたい。 

（委員）応募資料の事業計画書の中で、地域の特色、課題について地域活動 

団体の高齢化、担い手の不足や集合住宅の交流の希薄化等が書かれて 

いるが、この課題に関する今後の取組について伺いたい。 

   （団体）おしゃべりカフェの事業では、友人同士で誘い合ってボランティア 

を始めるきっかけができるなど、つながりできやすいエリアと捉えて 

いるので、その強みを生かして、多くの方に参加していただけるよう 

な仕組みづくりを続けたい。また、傾聴ボランティアに関しては、令 

和７年度に認知症サポーター養成講座の受講者を対象に講座を実施 

し、新たなボランティア人材を育成できればと考えている。地道に展 

開を進めたい。 

（委員）圏域内のお買い物マップについては、高齢者に限らず、子育て世代 

にも非常にありがたい取組であると思う。 

   （団体）当初は高齢者向けに作成し、配布したものであったが、子育て世代 

の方からも好評をいただいた。調整を図った企業の厚意があって作成 

できたマップなので、この取組は継続したいと考える。 

（委員）サービス活動収益が３年連続してマイナスになっている点と施設整 

備の面の補助金収入について伺いたい。 

   （団体）収益はコロナ禍以降において減収傾向にあるので、危機感を持って

いる。また、施設整備は設立して 25 年を経過したことで、修繕する

箇所や金額が増加していることでの計上となっている。 

（委員）ａｙａｍｕやハマボノの活用例があれば、具体的に伺いたい。 

   （団体）施設としての具体的な実績はないものの、地域住民でハマボノを知 

っている方からの問合せを受けたことで、施設で検索に協力したこと

があった。 

  (ｳ)  本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況、前期実績報告書、財務

状況評価の説明 

        事務局から本市重要政策を踏まえた応募団体の取組状況及び前期の

指定管理業務（職員配置状況）について説明。 

    本庄委員から財務分析結果報告書について説明。 
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５ ３団体の指定候補者及び次点候補者の選定、講評 

  応募者から提出された応募書類及び面接審査等をもとに評価を行い、各委員の

評価結果を集計する。 

 (1) 横浜市上倉田地域ケアプラザ 

 応募団体 評価得点／満点 
最低制限基準 

得点／基準点 

指定候補

者 
社会福祉法人 開く会 1,066／1,280 点 1,022／708点 

次点候補

者 
なし - - 

  （審査講評）・地域人材と地域ニーズを結びつけることに関してコーディネー

ターの着眼点が優れている。こどもや子育て世代が多くいるエリア

だが、反面として地域人材が少なく、地域とのつながりづくりに課

題があるエリアであると考えるので、その点の解決に期待したい。 

・これまでも地域課題を把握しつつ事業を展開していたと感じる。 

すぐに解決できない課題があっても、その課題解決に向けて工夫し 

て事業を進める姿勢が感じ取れた。 

・障害のある方が活躍できるような取組を進めるという点では、応 

募団体の理念の実現に向けて多方面にきめ細かく生きていると感

じ取れた。 

・災害時でも運営ができる仕組みはあるのだと思うが、応募資料の 

中では具体的に触れられていなかったと感じた。そのような取組を 

伺える時間があるとよかった。 

 

(2) 横浜市平戸地域ケアプラザ 

 応募団体 評価得点／満点 
最低制限基準 

得点／基準点 

指定候補

者 

社会福祉法人  

聖ヒルダ会 
1,002／1,280 点 992／708 点 

次点候補

者 
なし - - 

  （審査講評）・様々な関係団体とチームをつくって課題解決を進めるという点

は斬新であると感じた。このような取組が増えると、地域へのきめ

細かいサービスにつながっていくと思う。 

・同団体が運営する別の施設では、障害者の分野にも精通してい 

て、施設間の連携を密にとっている結果として、円滑なネットワー

ク構築をしていただいていると感じる。 

・ダブルケア、ヤングケアラーのプレゼンテーション内容が、一般 
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論としての説明になっていたように感じ、圏域内の特性に特化した 

説明となっているとよかった。 

 

(3) 横浜市原宿地域ケアプラザ 

 応募団体 評価得点／満点 
最低制限基準 

得点／基準点 

指定候補

者 
社会福祉法人 聖母会 1,035／1,280 点 1,015／708点 

次点候補

者 
なし - - 

  （審査講評）・担当圏域が広い中で、きめ細かい支援を積極的に行っている印

象。 

・プレゼンテーション資料は図説などが入っているとなお良かっ

た。 

・ひとつの地区を同団体が運営する深谷俣野地域ケアプラザと分 

担しているため、連携のしやすさはあるのではないかと思う。また、 

原宿地域ケアプラザは設立から 25 年経過しているとのことから、地

域連携の実績があるし、地域との密着度が高いことが感じられた。 

・コーディネーターの積極的なフットワークで、地域と企業との連 

携が積極的に図られていて、よい取組だと思う。 

・おさんぽマップはよく見かけることがあるが、お買い物マップは 

なかなか見られない取組だと思う。若い世代はネットで買い物がで 

きるが、高齢者にはそれが困難な方が多いので、こちらもよい取組 

だと思う。 

 

各応募団体の得点は、いずれも最低制限基準の 60％以上であるため、選定委

員会として社会福祉法人開く会ほか２団体を指定候補者として選定することを

決定する。 

資 料 

・ 

特 記 事 項 

１ 資料 

(1) 面接審査について（資料１） 

(2) 各種照会結果について（資料２及び資料３） 

(3) 各施設への応募関係書類（一式） 

(4) 前期の指定管理業務の実績報告書（一式） 

(5) 採点表（一式） 

２ 特記事項 

  特になし 

 


